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桑紫紋羽病の人工接種と土壌要因について

山  川  隆  平
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(*山 形県蚕業試験場

1 ま え 力` き

桑 の紫紋羽病の発病様相 と,土壌の理化学性 との関

係については,過 去に多 くの報告がなされている。筆

者 らは, ことなる 8点 の土壌 を供試 し,土壌要因 とく

に,植物遺体に由来する有機物中,本 病菌が炭素源 と

して最 も利用価値の高い と考 えられるペクチン様物質

を, ウロン酸の形態で抽出定量 し,そ の量的違いが,

本病菌の人工接種によって,発病様相に相違がみ られ

るか比較検討 したので報告する。

2 試 験 方 法

1 接種菌株 :当場保存菌株 (被害桑根か ら分離 )

をPSA寒 天培地 (20記,´ 90ロ シマ~レ )で ,25

C, 4週 間平板培養 を行なったものの/シ ャーン菌量

を接種源 とした。

2 接種方法 :1区画 5× 8X30"の ガラス製箱

の側面 に,前記の本病菌 を密着 させ,各 供試土壊 を充

てん し,供試苗 (剣持実生苗 )を 1区画,1株 ごと10

区画に植付け処理 した。

なお供試土壌は,あ らか じめ,め につ く巨礫,有機

物はとり除き,施 1巴 は行 なわず植付後の水管理等につ

いては,随時一様とした。

3 接種期間 :前 記のとおり処理 したガラス箱 を,

過度の乾燥 , しゃ光 と高温防止のため,調査 まで 75

日FB5地 中に埋没処理 した。

4 土壌分析法 :。 Caぉ よびMg:EDTA法

。全 炭 素 :Tyur■ n法
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0腐 植酸,フ ルボ酸 :弘法,大羽法による酸化満定法

oウ ロン酸 :ナ フ トレノルシ′―ル, ピタラー トによ

る比色定量法

3 結果ならびに考察

供試土壌中に接種 した本病菌は,供試土壌-1の 9

株,そ れに供試土壌 2～ 8ま では, 10株中全ての桑

根に,本 病菌糸の伸展,着生しているのが認 められた。

また羅病算定値により,本病菌の桑根での着生の多少,

な らびに被害の程度 を比較すると,供試土壌
`Z8

が 41～ 45と 高い羅病度 を示 した (第 1表 )。 ま た

供試土壌 2,3,4.5,の 罹病度は
'3～

40で , 供試土

壌-1は 罹病度 で28と もっとも小 さい数値を示 した。

桑根に着生 した本病菌の菌糸の量的違いのほかに,供

試土壌 1.2.こ 4.5,で の着生 した菌糸または菌 糸 東

の色は,淡紫褐色で繊郷 であるのに,供試土壌 6,ス 8

の菌糸,菌糸束の色は濃紫色で,菌糸および菌糸束 の

大 きも太 く密であ り,発育の状態は良好であった。

このことは,青木・下平の報告で,菌糸の伸長度 と

菌糸束の大きく厚 さ )と は決 して併行的な ものではな

く,む しろ逆行的にみられるもので,菌 糸東が大きを

増 しても,菌 糸束の伸長はそれに伴わず,逆 に菌糸東

が太 さを増 きない場合には,極 めて繊細な菌糸が長 く

伸びる傾向にある。 これは養分吸収が良好に行なわれ

る場合,菌糸は無理な伸長をしなくても,充 分に栄養

が摂れて菌体が増量するのに対 し,不良条件下では養

分吸収 をはかるため,菌糸の伸長が促 される。 したが

って本菌の土療中での発育状態の良否 を比較する場合
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に,一般に菌糸東が大 く菌糸塊の形成 も多 く,菌そう

の色彩の濃いものの方が発育が良好である, との報告

に一致する。以上の結果 と第 2表にヽける土壊の化学

性 とくに,土壌の有機物含量の関連において, T― C

含量の高い供試土猿
`28の

土壌は, ウロン酸含量

が他の土壊に比べて,著 しく高い傾向がみられる。 こ

のベタチ′様物質が,本病菌の炭素源 として利用価値

が高いことから,本病菌の生育面 で重要な関連性があ

ると考 えられ,併行 して土壊の物理性状 をも考慮 しな

ければならないが,ま たこれらの物質の土壊中におけ

る蓄積量は,土壊棲息苗に類別されている本病菌が,

桑根への着生時または着生後の土壌栄養源 として関係

の深いことが考 えられる。

また第 1図の経病度 とウロン酸含量との関係におい

て,供試土壌 1,2,■ 4.5を用いた場合 と, `78の上

猿を供試 した場合に,本病菌の感応の違いを 2つ の集

団に類別できるようである。
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第 1図 罹病度 とウロン酸含量


